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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定スクロール（60）及び該固定スクロール（60）に噛合する可動スクロール（70）を
有するとともに、該固定スクロール（60）及び該可動スクロール（70）に、互いに摺動す
るスラスト面がそれぞれ形成された圧縮機構（20）と、前記可動スクロール（70）を前記
固定スクロール（60）に押し付ける押付機構（53,54,55…）と、前記圧縮機構（20）を収
容するケーシング（10）と、前記可動スクロール（70）を駆動する駆動シャフト（40）と
前記可動スクロール（70）との摺動部に潤滑油を送る送油機構（44）とを備え、前記圧縮
機構（20）が前記ケーシング（10）内に導入された冷媒を吸入する圧縮機において、
　前記摺動部を出た前記潤滑油が供給される連通部（S,60c）と、
　前記固定スクロール（60）の前記スラスト面には、前記圧縮機構（20）の吸入室（20a
）と前記連通部（S,60c）とを連結して、該連通部（S,60c）内の潤滑油を流す給油溝（60
b）が形成され、該給油溝（60b）から前記吸入室（20a）に前記潤滑油が吸入され、
　前記連通部（S,60c）は、前記可動スクロール（70）の外側に形成された外側空間（S）
であり、
　前記可動スクロール（70）には、前記摺動部に送られた潤滑油を前記外側空間（S）に
導出する導出路（75）が形成され、
　前記給油溝（60b）は、前記吸入室（20a）と前記外側空間（S）とを結ぶように構成さ
れていることを特徴とする圧縮機。
【請求項２】
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　固定スクロール（60）及び該固定スクロール（60）に噛合する可動スクロール（70）を
有するとともに、該固定スクロール（60）及び該可動スクロール（70）に、互いに摺動す
るスラスト面がそれぞれ形成された圧縮機構（20）と、前記可動スクロール（70）を前記
固定スクロール（60）に押し付ける押付機構（53,54,55…）と、前記圧縮機構（20）を収
容するケーシング（10）と、前記可動スクロール（70）を駆動する駆動シャフト（40）と
前記可動スクロール（70）との摺動部に潤滑油を送る送油機構（44）とを備え、前記圧縮
機構（20）が前記ケーシング（10）内に導入された冷媒を吸入する圧縮機において、
　前記摺動部を出た前記潤滑油が供給される連通部（S,60c）と、
　前記固定スクロール（60）の前記スラスト面には、前記圧縮機構（20）の吸入室（20a
）と前記連通部（S,60c）とを連結して、該連通部（S,60c）内の潤滑油を流す給油溝（60
b）が形成され、該給油溝（60b）から前記吸入室（20a）に前記潤滑油が吸入され、
　前記可動スクロール（70）には、前記摺動部に送られた潤滑油を前記スラスト面に導出
する導出口（75a）が形成され、
　前記固定スクロール（60）は、該固定スクロール（60）のスラスト面に、前記可動スク
ロール（70）の公転による前記導出口（75a）の軌跡（L）の一部と重なるように凹部（60
c）が、前記連通部（S,60c）として形成され、
　前記給油溝（60b）は、前記吸入室（20a）と前記凹部（60c）とを結ぶように構成され
ていることを特徴とする圧縮機。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２の圧縮機において、
　前記給油溝（60b）は、円弧状に形成されていることを特徴とする圧縮機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、圧縮機に関し、特に、スクロール型圧縮機の圧縮室へ潤滑油を導入する構造
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　いわゆるスクロール式圧縮機には、圧縮機用ケージング内に貯留した潤滑油を、オイル
ポンプで吸い上げるとともに、駆動軸に設けたオイル通路を介してスラスト軸受けに供給
するものがある（例えば特許文献１を参照）。また、この文献の例では、圧縮室の冷媒ガ
ス吸入口と前記オイル通路とをつなぐオイル供給通路が、可動スクロール部材に設けられ
ている。このオイル供給通路によって、スラスト軸受けを潤滑する潤滑油とは別の潤滑油
が圧縮室に供給され、圧縮室のシール性の向上が図られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平４－３３４７０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記文献の例では、オイル供給通路から潤滑油が圧縮室に直接的に導入
されるので、圧縮機外に吐出される潤滑油が過多になって、圧縮機内の潤滑油が不足する
可能性がある。そして、この問題は、後述する低圧ドーム型スクロール圧縮機ではより顕
著になる。
【０００５】
　本発明は前記の問題に着目してなされたものであり、いわゆるスクロール式圧縮機にお
いて、圧縮機外に吐出される潤滑油が過多にならないようにすることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　前記の課題を解決するため、第１の発明は、
　固定スクロール（60）及び該固定スクロール（60）に噛合する可動スクロール（70）を
有するとともに、該固定スクロール（60）及び該可動スクロール（70）に、互いに摺動す
るスラスト面がそれぞれ形成された圧縮機構（20）と、前記可動スクロール（70）を前記
固定スクロール（60）に押し付ける押付機構（53,54,55…）と、前記圧縮機構（20）を収
容するケーシング（10）と、前記可動スクロール（70）を駆動する駆動シャフト（40）と
前記可動スクロール（70）との摺動部に潤滑油を送る送油機構（44）とを備え、前記圧縮
機構（20）が前記ケーシング（10）内に導入された冷媒を吸入する圧縮機において、
　前記摺動部を出た前記潤滑油が供給される連通部（S,60c）と、
　前記固定スクロール（60）の前記スラスト面には、前記圧縮機構（20）の吸入室（20a
）と前記連通部（S,60c）とを連結して、該連通部（S,60c）内の潤滑油を流す給油溝（60
b）が形成され、該給油溝（60b）から前記吸入室（20a）に前記潤滑油が吸入され、
　前記連通部（S,60c）は、前記可動スクロール（70）の外側に形成された外側空間（S）
であり、
　前記可動スクロール（70）には、前記摺動部に送られた潤滑油を前記外側空間（S）に
導出する導出路（75）が形成され、
　前記給油溝（60b）は、前記吸入室（20a）と前記外側空間（S）とを結ぶように構成さ
れていることを特徴とする。
【０００７】
　この構成では、潤滑油が、スラスト面を潤滑しつつ圧縮機の圧縮室内に吸入される。こ
のとき、給油溝（60b）において絞りの効果が発揮され、前記圧縮室内に吸入される潤滑
油の量が制限される。そして、圧縮室内に吸入された潤滑油によって、圧縮室におけるシ
ール性の向上が図られる。
【０００８】
　この構成では、潤滑油を外側空間（S）に導出するようにしたので、ミスト状の潤滑油
を選択的に圧縮機の圧縮室に導入できる。
【０００９】
　また、第２の発明は、
　固定スクロール（60）及び該固定スクロール（60）に噛合する可動スクロール（70）を
有するとともに、該固定スクロール（60）及び該可動スクロール（70）に、互いに摺動す
るスラスト面がそれぞれ形成された圧縮機構（20）と、前記可動スクロール（70）を前記
固定スクロール（60）に押し付ける押付機構（53,54,55…）と、前記圧縮機構（20）を収
容するケーシング（10）と、前記可動スクロール（70）を駆動する駆動シャフト（40）と
前記可動スクロール（70）との摺動部に潤滑油を送る送油機構（44）とを備え、前記圧縮
機構（20）が前記ケーシング（10）内に導入された冷媒を吸入する圧縮機において、
　前記摺動部を出た前記潤滑油が供給される連通部（S,60c）と、
　前記固定スクロール（60）の前記スラスト面には、前記圧縮機構（20）の吸入室（20a
）と前記連通部（S,60c）とを連結して、該連通部（S,60c）内の潤滑油を流す給油溝（60
b）が形成され、該給油溝（60b）から前記吸入室（20a）に前記潤滑油が吸入され、
　前記可動スクロール（70）には、前記摺動部に送られた潤滑油を前記スラスト面に導出
する導出口（75a）が形成され、
　前記固定スクロール（60）は、該固定スクロール（60）のスラスト面に、前記可動スク
ロール（70）の公転による前記導出口（75a）の軌跡（L）の一部と重なるように凹部（60
c）が、前記連通部（S,60c）として形成され、
　前記給油溝（60b）は、前記吸入室（20a）と前記凹部（60c）とを結ぶように構成され
ていることを特徴とする。
【００１０】
　この構成では、可動スクロール（70）の公転に応じて、導出口（75a）が間欠的に吸入
室（20a）に連通する。すなわち、間欠的に給油が行われる。
【００１１】
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　また、第３の発明は、
　第１又は第２の発明の圧縮機において、
　前記給油溝（60b）は、円弧状に形成されていることを特徴とする。
【００１２】
　この構成では、吸入室（20a）から、より遠い位置から給油されるので、給油溝（60b）
において絞りの効果が確実に発揮される。
【発明の効果】
【００１３】
　第１の発明によれば、圧縮機外に吐出される潤滑油が過多（いわゆる油上がり）になら
ないようにできる。また、この発明では、ひとつの機構で圧縮室とスラスト面の両方の潤
滑を行えるので、よりコンパクトに圧縮機を構成することも可能になる。
【００１４】
　また、第１の発明によれば、圧縮室に導入される潤滑油の量が適度に制限され、より効
果的に前記油上がりを防止できる。
【００１５】
　また、第２の発明によれば、圧縮室に導入される潤滑油の量が適度に制限され、より効
果的に前記油上がりを防止できる。
【００１６】
　また、第３の発明によれば、給油溝において絞りの効果が確実に発揮されるので、より
効果的に前記油上がりを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、実施形態１に係る圧縮機の縦断面図である。
【図２】図２は、圧縮機構及び高圧空間の構成を拡大して示す。
【図３】図３は、連通路付近の拡大断面図である。
【図４】図４は、実施形態１に係る圧縮機の横断面図である。
【図５】図５は、実施形態２に係る圧縮機の圧縮機構付近の縦断面図である。
【図６】図６は、実施形態２に係る圧縮機の横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下の実施形態
は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、あるいはその用途の範囲を制
限することを意図するものではない。
【００１９】
　《発明の実施形態１》
　図１は、実施形態１に係る圧縮機（1）の縦断面図である。圧縮機（1）はスクロール圧
縮機であり、冷凍サイクルの冷媒回路において、蒸発器から吸入した低圧の冷媒を圧縮し
て昇圧し、凝縮器へ吐出するのに用いられる。
【００２０】
　前記圧縮機（1）は、ケーシング（10）と、ケーシング（10）内に配設され、冷媒を圧
縮する圧縮機構（20）と、ケーシング（10）内に配設され、該圧縮機構（20）を駆動する
電動機（30）と、該圧縮機構（20）と該電動機（30）とを連結する駆動シャフト（40）と
を備えている。
【００２１】
　前記ケーシング（10）は、縦長の円筒状に形成された胴部（11）と、該胴部（11）の上
端に溶接により気密に接合された上部鏡板（12）と、該胴部（11）の下端に溶接により気
密に接合された下部鏡板（13）とを有している。
【００２２】
　また、ケーシング（10）の胴部（11）には、ケーシング（10）の空間を概略上下に分割
するハウジング（50）が圧入固定されている。このハウジング（50）は、概略円盤状をし
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ていて、中央部が陥没すると共に貫通孔（51）が形成されている。該貫通孔（51）には、
駆動シャフト（40）を回転自在に支持する上部軸受（17a）が設けられている。
【００２３】
　ケーシング（10）には、胴部（11）を貫通する吸入管（14）と、上部鏡板（12）を貫通
する吐出管（15）とが設けられている。吸入管（14）を介してケーシング（10）内に吸入
された冷媒は、圧縮機構（20）で圧縮されて、吐出管（15）を介してケーシング（10）外
へ吐出される。すなわち、この圧縮機（1）は、圧縮機構（20）が吸入する冷媒がケーシ
ング（10）へ導入される、いわゆる低圧ドーム型スクロール圧縮機である。
【００２４】
　また、ケーシング（10）の内部空間の下端部は、潤滑油を貯留する低圧油溜まり部（16
）となっている。この低圧油溜まり部（16）に貯留された潤滑油には、ケーシング（10）
内に吸入された冷媒（以下、吸入冷媒ともいう）の圧力である吸入圧力（以下、低圧とも
いう）が作用している。
【００２５】
　また、ケーシング（10）の下部には、駆動シャフト（40）を回転自在に支持する下部軸
受（17b）が設けられている。
【００２６】
　前記電動機（30）は、ケーシング（10）内のハウジング（50）よりも下方の空間に配設
されている。この電動機（30）は、ケーシング（10）に固定されたステータ（31）と、該
ステータ（31）の内側に設けられたロータ（32）とを有している。
【００２７】
　前記ステータ（31）は、詳細な図示は省略するが、固定子鉄心と該固定子鉄心に装着さ
れたコイルとを有し、概略筒状に形成されている。このステータ（31）は、ケーシング（
10）の内に固定されている。ロータ（32）は、駆動シャフト（40）に対して回転不能に取
り付けられており、該駆動シャフト（40）と一体的に回転するように構成されている。こ
のように構成された電動機（30）を作動させると、ロータ（32）が回転し、それに伴って
、駆動シャフト（40）も回転する。
【００２８】
　前記駆動シャフト（40）は、シャフト本体（41）と、シャフト本体（41）の上端に設け
られた偏心部（42）と、シャフト本体（41）に設けられたカウンタウェイト（43）と、シ
ャフト本体（41）の下端に設けられた給油ポンプ（44）とを有している。
【００２９】
　前記シャフト本体（41）は、円柱状の部材であって、ケーシング（10）内の上部軸受（
17a）と下部軸受（17b）とによって所定の回転軸（X）周りに回転自在に支持されている
。このシャフト本体（41）に前記ロータ（32）が取り付けられている。
【００３０】
　前記偏心部（42）は、円柱状の部材であって、シャフト本体（41）の軸心（X）に対し
て偏心した状態で該シャフト本体（41）の上端に設けられている。この偏心部（42）に、
後述する可動スクロール（70）が嵌め込まれる。
【００３１】
　前記カウンタウェイト（43）は、偏心部（42）の近傍において、シャフト本体（41）の
軸心（X）に対して該偏心部（42）とは反対側に偏心した状態で該シャフト本体（41）に
設けられている。このカウンタウェイト（43）は、可動スクロール（70）や偏心部（42）
等と動的バランスを取るために設けられている。
【００３２】
　前記給油ポンプ（44）は、低圧油溜まり部（16）に浸漬しており、該低圧油溜まり部（
16）に貯留する潤滑油を該駆動シャフト（40）の回転に伴って汲み上げるように構成され
ている。この給油ポンプ（44）は、本発明の送油機構の一例である。
【００３３】
　また、駆動シャフト（40）には、その軸心に沿って延びる給油路（40a）が形成されて
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いる。該給油路（40a）は、シャフト本体（41）のうち上部及び下部軸受（17a,17b）で支
持されている部分や偏心部（42）等の各摺動部分へ分岐している。すなわち、給油ポンプ
（44）によって汲み上げられた潤滑油は、給油路（40a）を介して各摺動部分へ供給され
る。
【００３４】
　前記圧縮機構（20）は、ケーシング（10）内のハウジング（50）よりも上方の空間に配
設され、固定スクロール（60）と、固定スクロール（60）に噛合する可動スクロール（70
）とを有している。
【００３５】
　前記固定スクロール（60）は、鏡板（61）と、該鏡板（61）の下面（可動スクロール（
70）と対向する側の面）に形成された渦巻き状（インボリュート状）のラップ（62）と、
該ラップ（62）の外周側において該ラップ（62）と連続的に筒状に形成された筒状部（63
）とを有している。
【００３６】
　固定スクロール（60）の筒状部（63）には、ラップ（62）の最外周部の近傍に開口し、
圧縮室（21）へ冷媒を吸入するための吸入室（20a）が形成されている。また、固定スク
ロール（60）の鏡板（61）の中央部には、ラップ（62）の最内周部の近傍に開口し、圧縮
した冷媒を吐出するための吐出ポート（64）が貫通形成されている。この吐出ポート（64
）には、吐出弁（66）が設けられている。
【００３７】
　この固定スクロール（60）は、ハウジング（50）にボルトで締結固定されている。詳し
くは、固定スクロール（60）の筒状部（63）がハウジング（50）に固定されている。こう
して、ハウジング（50）に固定された固定スクロール（60）は、ケーシング（10）の胴部
（11）の上端からはみ出している。そして、固定スクロール（60）の筒状部（63）のうち
胴部（11）からはみ出た部分の外周面は、該胴部（11）に取り付けられる上部鏡板（12）
の内周面と密着しており、固定スクロール（60）がケーシング（10）内の空間を上方の空
間と下方の空間とに仕切っている。詳しくは、ケーシング（10）内の空間のうち、固定ス
クロール（60）よりも下方の空間、即ち、固定スクロール（60）とハウジング（50）との
間の空間やハウジング（50）よりも下方の空間は、吸入冷媒で満たされた低圧空間（10a
）となっている。一方、ケーシング（10）内の空間のうち、固定スクロール（60）よりも
上方の空間は、圧縮機構（20）から吐出された冷媒（以下、吐出冷媒ともいう）で満たさ
れた高圧空間（10b）となっている。
【００３８】
　一方、前記可動スクロール（70）は、鏡板（71）と、該鏡板（71）の上面（固定スクロ
ール（60）と対向する側の面）に形成された渦巻き状（インボリュート状）のラップ（72
）と、鏡板（71）の中央において下面（固定スクロール（60）と反対側の面）に突設され
た有底筒状のボス部（73）とを有している。
【００３９】
　この可動スクロール（70）は、そのラップ（72）が固定スクロール（60）のラップ（62
）に噛合するようにして、固定スクロール（60）とハウジング（50）との間の空間に配設
されている。詳しくは、固定スクロール（60）のラップ（62）と可動スクロール（70）の
ラップ（72）とは複数箇所において互いに接触した状態で噛合している。こうすることで
、固定スクロール（60）と可動スクロール（70）との間において、両鏡板（61,71）及び
両ラップ（62,72）の接触部間に圧縮室（21,21,…）が形成される。
【００４０】
　可動スクロール（70）のボス部（73）には、駆動シャフト（40）の偏心部（42）が回転
可能に嵌入されている。また、可動スクロール（70）は、オルダム継手（52）を介してハ
ウジング（50）に支持されており、自転が防止されている。つまり、可動スクロール（70
）は、駆動シャフト（40）が回転することによって、自転が防止された状態で、駆動シャ
フト（40）の回転軸（X）に対して偏心回転（以下、公転ともいう）する。
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【００４１】
　このように可動スクロール（70）が公転することで、両ラップ（62,72）間に形成され
た圧縮室（21）は、中心に向かって移動しつつ収縮することで冷媒を圧縮する。
【００４２】
　前記吐出ポート（64）は、鏡板（61）の中央部に開口している。この吐出ポート（64）
には、吐出弁（66）が設けられている。この吐出弁（66）は、吐出ポート（64）に連通す
る圧縮室（21）の圧力と高圧空間（10b）の圧力との差圧に応じて開閉動作を行うように
構成されている。
【００４３】
　詳しくは、吐出ポート（64）に連通する圧縮室（21）の圧力が高圧空間（10b）の圧力
以下の場合は、吐出弁（66）が閉状態となり、吐出ポート（64）と高圧空間（10b）とは
遮断される。一方、吐出ポート（64）に連通する圧縮室（21）の圧力が高圧空間（10b）
の圧力よりも高くなると、吐出弁（66）が開状態となり、吐出ポート（64）と高圧空間（
10b）とが連通し、冷媒が圧縮室（21）から高圧空間（10b）へ吐出される。
【００４４】
　次に、圧縮機構（20）及び高圧空間（10b）の構成について、詳しく説明する。図２は
、圧縮機構（20）及び高圧空間（10b）の構成を拡大して示す。同図に示すように、可動
スクロール（70）の背面（即ち、下面）側、即ち、可動スクロール（70）とハウジング（
50）との間には、背圧空間（53）が形成されている。
【００４５】
　ハウジング（50）の上面には、環状の溝部（54）が形成されている。この溝部（54）に
は、径方向内側に位置する内側シールリング（55）と径方向外側に位置する外側シールリ
ング（56）との２つのシールリングが配設されている。これら内側及び外側シールリング
（55,56）の高さは、可動スクロール（70）の背面（70a）と当接するように、溝部（54）
の深さよりも高い値に設定されている。すなわち、これら内側及び外側シールリング（55
,56）は、可動スクロール（70）が組み込まれた状態において、可動スクロール（70）の
背面（70a）と溝部（54）の底面とに挟持されて変形することで、該溝部（54）において
可動スクロール（70）の背面（70a）と溝部（54）の底面との間をシールしている。こう
して、可動スクロール（70）の背面側には、可動スクロール（70）の背面（70a）、ハウ
ジング（50）の溝部（54）の底面、並びに内側及び外側シールリング（55,56）で囲まれ
た背圧空間（53）が形成される。
【００４６】
　ここで、可動スクロール（70）の鏡板（71）には、一端が圧縮室（21）に開口し、他端
が背圧空間（53）に開口する連通路（74）が形成されている。詳しくは、連通路（74）の
一端は、ラップ（72）の最内周部の近傍において、鏡板（71）の上面に開口している。ま
た、連通路（74）の他端は、可動スクロール（70）が公転する間、常に、溝部（54）に開
口する位置において、鏡板（71）の下面に開口している。このように構成された連通路（
74）によって、圧縮終盤の冷媒が背圧空間（53）に導入される。
【００４７】
　また、連通路（74）内には、流量制限部材（76）が挿入されている。図３は、連通路（
74）付近の拡大断面図である。図３に示すように、この流量制限部材（76）は、連通路（
74）内に位置する先端側の本体（76a）と、本体（76a）の基端側に連設され、連通路（74
）の溝部（54）側の開口に対応して配置される小径部（76b）と、小径部（76b）の基端側
に連設されたネジ部（76c）と、ネジ部（76c）の基端側に連続し、かつ鏡板（71）の外側
に位置し、連通路（74）よりも大径の大径部（76d）とからなる。ネジ部（76c）は、連通
路（74）内周面の開口側近傍に形成された雌ネジ（74a）と螺合するようになっている。
また、前記本体（76a）の外周面には螺旋状に連続する断面台形状のスパイラル溝（76e）
が設けられている。また、前記大径部（76d）は円板状をしており、その外面には工具を
係合するための工具係合部（76f）が設けられている。
【００４８】
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　そして、流量制限部材（76）は、連通路（74）に挿入された後、前記工具係合部（76f
）への工具の係合により回転されて連通路（74）の雌ネジ（74a）にネジ部（76c）を螺合
することにより、鏡板（71）に締結固定されている。なお、大径部（76d）の裏面と、連
通路（74）の開口縁部の鏡板（71）外周面との間には、流量制限部材（76）を挿通する中
心孔を有する円板状の面シール（図示は省略）が介在されており、この面シールにより流
量制限部材（76）が連通路（74）の開口に対し液密状にシールされている。
【００４９】
　このような背圧空間（53）を設けることによって、可動スクロール（70）の背面（70a
）には圧縮終盤の冷媒の高圧が背圧として作用しており、この背圧により可動スクロール
（70）は固定スクロール（60）へ押し付けられている。こうすることで、冷媒圧縮時の冷
媒圧力により可動スクロール（70）が固定スクロール（60）から離反することを防止し、
圧縮室（21）の密封性を向上させている。すなわち、背圧空間（53）、溝部（54）、シー
ルリング（55,56）、連通路（74）によって、本発明の押付機構（53,54,55…）の一例を
構成している。
【００５０】
　ここで、固定スクロール（60）の筒状部（63）の先端面（即ち、鏡板（71）と対向する
面）は、スラスト軸受（65）を構成する。すなわち、可動スクロール（70）が前述の如く
、固定スクロール（60）へ押し付けられる結果、可動スクロール（70）の鏡板（71）が固
定スクロール（60）の筒状部（63）の先端面に当接する。この構成により、圧縮機（1）
の運転中において、可動スクロール（70）は、その鏡板（71）を固定スクロール（60）の
筒状部（63）の先端面、即ち、スラスト軸受（65）に対して摺接させながら回転する。つ
まり、固定スクロール（60）及び可動スクロール（70）には、押付機構（53,54,55…）に
よって互いに押し付けられて摺動するスラスト面（より具体的には筒状部（63）の先端面
、及び鏡板（71））がそれぞれ形成されているのである。それぞれのスラスト面、及び圧
縮室（21）には、潤滑油が供給される。以下では、この給油機構について説明する。
【００５１】
　<給油機構の構成>
　可動スクロール（70）には、低圧油溜まり部（16）の潤滑油を、可動スクロール（70）
の外側に形成された外側空間（S）に導出するための低圧給油路（75）が形成されている
（図２参照）。この低圧給油路（75）は、本発明の導出路の一例である。また、外側空間
（S）は、本発明の連通部の一例である。
【００５２】
　本実施形態の低圧給油路（75）は、鏡板（71）の側面からボス部（73）内の空間に向か
って、該鏡板（71）を径方向に貫通する貫通口である。より詳しくは、低圧給油路（75）
の一端は、ボス部（73）の内方に開口している。このボス部（73）の内方には、駆動シャ
フト（40）の偏心部（42）とボス部（73）とを潤滑するために、給油ポンプ（44）によっ
て汲み上げられた低圧油溜まり部（16）の潤滑油が駆動シャフト（40）に形成された給油
路（40a）を通って供給されている。また、外側空間（S）は、鏡板（71）の側面と、ケー
シング（10）の内周面との間に形成された空間であり、低圧給油路（75）の他端は、鏡板
（71）の側面において外側空間（S）に向かって開口している。
【００５３】
　図４は、実施形態１に係る圧縮機（1）の横断面図である。図４は、図１のＡ－Ａ断面
に相当し、圧縮機（1）の横断面を下方から見たものである。図４では、説明の便宜上、
可動スクロール（70）を二点鎖線で図示してある。この例では、図４に示すように、低圧
給油路（75）の他端側の開口は、該開口から導出された潤滑油が、吸入室（20a）に直接
的に入り込まないように、吸入室（20a）とは離れた位置で開口している。具体的にこの
例では、低圧給油路（75）の外側空間（S）側の開口は、吸入室（20a）とは、回転軸（X
）まわり位相で見て概ね１８０度ずれた位置に設けられている。つまり、駆動シャフト（
40）の偏心部（42）と可動スクロール（70）のボス部（73）との摺動部分を潤滑すべく供
給された潤滑油の一部は、吸入室（20a）とは離れた位置から外側空間（S）に導出される
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【００５４】
　一方、固定スクロール（60）のスラスト面側には、前記圧縮機構（20）の吸込みの負圧
によって前記潤滑油を、圧縮室（21）及びそれぞれのスラスト面に給油する給油溝（60b
）が形成されている。
【００５５】
　給油溝（60b）は、図４に示すように、平面視で円弧状（半円状）に形成され、一端が
前記圧縮機構（20）の吸入室（20a）に連通し、他端が、筒状部（63）に設けられた凹部
（60c）に連通している。本実施形態の凹部（60c）は、可動スクロール（70）が何れの位
置にあっても、該凹部（60c）が外側空間（S）に連通するように、その位置や大きさを定
めてある。すなわち、給油溝（60b）は、吸入室（20a）と外側空間（S）とを繋ぐことに
なる。
【００５６】
　この給油溝（60b）は、可動スクロール（70）のスラスト面によって覆われて、閉断面
の流路となる。この閉断面流路は、吸入室（20a）と外側空間（S）とを繋ぐことになる。
つまり、本実施形態では、偏心部（42）とボス部（73）とを潤滑した後の潤滑油が流れる
経路は、低圧給油路（75）、外側空間（S）、給油溝（60b）（閉断面流路）、吸入室（20
a）の順である（給油動作の詳細は後述）。なお、本実施形態では、前記閉断面流路の外
側空間（S）側の開口が、低圧給油路（75）の外側空間（S）側の開口の近傍となるように
給油溝（60b）を形成してある。
【００５７】
　<運転動作>
　次に、圧縮機（1）の運転動作について説明する。
【００５８】
　電動機（30）を作動させると、駆動シャフト（40）が回転する。駆動シャフト（40）が
回転すると、圧縮機構（20）の可動スクロール（70）が、自転が防止された状態で、固定
スクロール（60）に対して公転のみ行う。これにより、低圧の冷媒が吸入管（14）を通じ
てケーシング（10）内に流入し、さらに圧縮機構（20）に形成された入ポート（図示は省
略）を介して吸入室（20a）に吸入される。吸入室（20a）内の冷媒は、圧縮室（21）に吸
入され、圧縮室（21）の容積変化に伴って圧縮される。そして、冷媒の圧縮が進むと、や
がて、吐出弁（66）が開状態となり、該冷媒は吐出ポート（64）から吐出空間（18）へ吐
出される。吐出空間（18）へ吐出された冷媒は、吐出空間（18）に開口する吐出管（15）
を介してケーシング（10）外へと流出する。
【００５９】
　このとき、圧縮終盤の高圧冷媒が、連通路（74）を介して背圧空間（53）に導入される
。可動スクロール（70）は、背圧空間（53）の高圧冷媒による背圧に対応した押付力で固
定スクロール（60）側に押圧される。この押付力が圧縮室（21）での冷媒の圧縮により可
動スクロール（70）に発生した軸方向の力であるスラスト荷重に対抗するものとなる。こ
うすることで、可動スクロール（70）がスラスト荷重により傾斜しないようにして、圧縮
室（21）の密封性を向上させている。
【００６０】
　また、駆動シャフト（40）が回転すると、駆動シャフト（40）に設けられた給油ポンプ
（44）が低圧油溜まり部（16）の潤滑油を汲み上げ、上部及び下部軸受（17a,17b）等の
各摺動部分を潤滑すると共に、汲み上げられた潤滑油の一部が、低圧給油路（75）に流入
する。低圧給油路（75）に流入した潤滑油は、外側空間（S）に導出される。
【００６１】
　外側空間（S）では、比較的比重が大きな液状の潤滑油は落下して、低圧油溜まり部（1
6）に戻るが、比較的比重が小さいミスト状の潤滑油は、低圧給油路（75）の開口の付近
の外側空間（S）に留まる。すなわち、前記閉断面流路の外側空間（S）側の開口の付近に
は、ミスト状の潤滑油が存在する。
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【００６２】
　ここで、給油溝（60b）によって構成された閉断面流路は、一端が圧縮機構（20）の吸
入室（20a）に連通し、この吸入室（20a）には、圧縮室（21）からの負圧が作用している
。したがって、外側空間（S）内のミスト状の潤滑油は、給油溝（60b）（閉断面流路）内
に吸入され、該給油溝（60b）を流れる。給油溝（60b）内の潤滑油は、スラスト面（すな
わちスラスト軸受（65））を潤滑してその後低圧油溜まり部（16）に戻るものと、吸入室
（20a）に吸入されるものと２系統に分かれる。吸入室（20a）に吸入された潤滑油は、次
いで圧縮室（21）内に吸入される。圧縮室（21）内では、吸入された潤滑油によって、圧
縮室（21）におけるシール性の向上が図られる。そして、圧縮室（21）内に導入された潤
滑油は、吐出ポート（64）から吐出空間（18）へ冷媒とともに吐出され、更に吐出管（15
）から、圧縮機（1）外に冷媒とともに吐出される。
【００６３】
　なお、給油溝（60b）に供給された潤滑油は、可動スクロール（70）に作用する背圧に
よる押付力に抗する押し返し力として該可動スクロール（70）に作用する。その結果、可
動スクロール（70）に作用する背圧が過剰になる運転領域においても、可動スクロール（
70）に作用する軸方向力を適切にすることができ、スラスト軸受（65）における機械損失
を低減することができる。
【００６４】
　<本実施形態における効果>
　以上のように、本実施形態では、スラスト面に設けた給油溝（60b）を介して圧縮室（2
1）に潤滑油を供給するようにした。つまり、所定長さ流路（給油溝（60b））を経由して
吸入室（20a）に給油することで、給油溝（60b）において絞りの効果が発揮され、圧縮室
（21）に導入される潤滑油の量が制限される。そして、本実施形態では、給油溝（60b）
は、円弧状なので、より遠い位置から給油され、より効果的に絞りの効果が発揮される。
【００６５】
　また、給油溝（60b）内の潤滑油は、スラスト面を潤滑してその後低圧油溜まり部（16
）に戻るものと、吸入室（20a）に吸入されるものとの２系統に分かれるので、この点に
おいても、圧縮室（21）に導入される潤滑油の量（圧縮機外に吐出される潤滑油の量）が
制限される。
【００６６】
　しかも、本実施形態では、汲み上げた潤滑油を外側空間（S）に導出するようにしたの
で、ミスト状の潤滑油を選択的に圧縮室（21）に導入できる。すなわち、この外側空間（
S）によっても、圧縮室（21）に導入される潤滑油の量が適度に制限され、より効果的に
前記油上がりを防止できる。
【００６７】
　上記のように、圧縮機（1）では、圧縮機（1）外に吐出される潤滑油が過多（いわゆる
油上がり）にならないようにできる。特に、いわゆる低圧ドーム型スクロール圧縮機では
、圧縮室へ入った潤滑油が全て吐出されて前記油上りが起こりやすい構造なので、本実施
形態の構成は有用である。
【００６８】
　また、本実施形態では、ひとつの給油機構で圧縮室（21）とスラスト軸受（65）の両方
の潤滑を行えるので、よりコンパクトに圧縮機（1）を構成することも可能になる。特に
、いわゆる低圧ドーム型スクロール圧縮機では、ケーシング内の圧力とスラスト軸受部分
との差圧を該スラスト軸受への給油に利用できないので、本実施形態の構成は有用である
。
【００６９】
　《発明の実施形態２》
　図５は、実施形態２に係る圧縮機（1）の圧縮機構（20）付近の縦断面図である。本実
施形態の圧縮機（1）は、スラスト軸受（65）及び圧縮室（21）に対する給油機構が実施
形態１の圧縮機（1）とは相異している。本実施形態の圧縮機（1）は、スラスト軸受（65
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）及び圧縮室（21）に、間欠的に給油するように構成されている。以下では、この給油機
構について説明する。
【００７０】
　<給油機構の構成>
　本実施形態の可動スクロール（70）には、低圧油溜まり部（16）の潤滑油を、固定スク
ロール（60）のスラスト面に導出するための低圧給油路（75）が形成されている。具体的
に、低圧給油路（75）の一端は、ラップ（72）の最外周部の近傍において、鏡板（71）の
上面（スラスト面）に開口する導出口（75a）となっており、該導出口（75a）が固定スク
ロール（60）の筒状部（63）に対向（詳細は後述）している。導出口（75a）は、可動ス
クロール（70）が駆動シャフト（40）の回転軸（X）に対して公転とすると、筒状部（63
）への対向位置が変化する。この例では、可動スクロール（70）の公転に伴う導出口（75
a）の軌跡（L）は円形となる。図６は、実施形態２に係る圧縮機（1）の横断面図である
。図６は、図１のＡ－Ａ断面に相当し、圧縮機（1）の横断面を下方から見たものである
。図６では、説明の便宜上、可動スクロール（70）を二点鎖線で図示し、導出口（75a）
の軌跡（L）を一点鎖線で示してある。
【００７１】
　また、低圧給油路（75）の他端は、ボス部（73）の内方に開口している。このボス部（
73）の内方には、駆動シャフト（40）の偏心部（42）とボス部（73）とを潤滑するために
、給油ポンプ（44）によって汲み上げられた低圧油溜まり部（16）の潤滑油が駆動シャフ
ト（40）に形成された給油路を通って供給されている。
【００７２】
　一方、固定スクロール（60）のスラスト面側には、前記圧縮機構（20）の吸込みの負圧
によって前記潤滑油を、圧縮室（21）及びそれぞれのスラスト面に給油する給油溝（60b
）が形成されている。給油溝（60b）は、図６に示すように、平面視で円弧状（半円状）
に形成され、一端が前記圧縮機構（20）の吸入室（20a）に連通し、他端が固定スクロー
ル（60）のスラスト面に形成された凹部（60c）に連通している。
【００７３】
　本実施形態の凹部（60c）は、給油溝（60b）の深さと同等もしくは若干深く形成されて
おり、図６に示し断面で見た平面形状は、導出口（75a）の軌跡（L）の一部と重なるよう
になっている。こうすることで、圧縮機（1）では、可動スクロール（70）の公転に応じ
、導出口（75a）が凹部（60c）と対向する状態と、非対向の状態とが切り換わる。なお、
本実施形態では、凹部（60c）は、図６に示すように平面視で円形であるが、この形状は
例示であり、円形以外の形状を採用してもよい。この凹部（60c）は、本発明の連通部（S
,60c）の一例である。
【００７４】
　<運転動作>
　本実施形態における給油動作について説明する。
【００７５】
　電動機（30）を作動させると、駆動シャフト（40）に設けられた給油ポンプ（44）が低
圧油溜まり部（16）の潤滑油を汲み上げ、上部及び下部軸受（17a,17b）等の各摺動部分
を潤滑する。すなわち、圧縮機（1）の運転中は、上部及び下部軸受（17a,17b）には継続
的に潤滑油が供給される。
【００７６】
　一方、スラスト軸受（65）及び圧縮室（21）には、間欠的に潤滑油が供給される。圧縮
機（1）では、可動スクロール（70）の公転に応じ、導出口（75a）の軌跡（L）が凹部（6
0c）と重なる期間（導出口（75a）が凹部（60c）上にある期間）と、重ならない期間（導
出口（75a）が凹部（60c）上にない期間）とがあり、軌跡（L）が凹部（60c）と重なる期
間にはスラスト軸受（65）及び圧縮室（21）に潤滑油が供給され、重ならない期間には潤
滑油が供給されない。
【００７７】
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　例えば、導出口（75a）の軌跡（L）が凹部（60c）と重なる期間は、低圧給油路（75）
の導出口（75a）が凹部（60c）に対向し、低圧給油路（75）は、凹部（60c）、及び給油
溝（60b）（閉断面流路）を介して、吸入室（20a）と繋がる。また、吸入室（20a）には
、圧縮室（21）からの負圧が作用している。したがって、低圧給油路（75）には、ボス部
（73）内に汲み上げられた潤滑油の一部が流入する。低圧給油路（75）に流入した潤滑油
は、凹部（60c）に導出される。凹部（60c）内の潤滑油は、給油溝（60b）に吸入され、
該給油溝（60b）内を流れる。給油溝（60b）内の潤滑油は、スラスト面（すなわちスラス
ト軸受（65））を潤滑してその後低圧油溜まり部（16）に戻るものと、吸入室（20a）に
吸入されるものとの２系統に分かれる。
【００７８】
　この吸入室（20a）には、圧縮室（21）からの負圧が作用しているので、その負圧によ
って、吸入室（20a）内の潤滑油部は、圧縮室（21）内に吸入される。圧縮室（21）内で
は、吸入された潤滑油によって、圧縮室（21）におけるシール性の向上が図られる。そし
て、圧縮室（21）内に導入された潤滑油は、吐出ポート（64）から吐出空間（18）へ冷媒
とともに吐出され、更に吐出管（15）から、圧縮機（1）外に冷媒とともに吐出される。
【００７９】
　一方、導出口（75a）の軌跡（L）が凹部（60c）と重ならない期間は、導出口（75a）は
凹部（60c）に非対向の状態である。すなわち、低圧給油路（75）の導出口（75a）が閉じ
られた状態である。そのため、この期間は、低圧給油路（75）には、ボス部（73）内の潤
滑油は流入せず、スラスト軸受（65）及び圧縮室（21）には、潤滑油が供給されない。
【００８０】
　このように、本実施形態では、可動スクロール（70）の公転に応じて、スラスト軸受（
65）及び圧縮機（1）に潤滑油の供給が間欠的に行われるのである。
【００８１】
　<本実施形態における効果>
　本実施形態でも実施形態１の例と同様に、給油溝（60b）において絞りの効果が発揮さ
れ、圧縮室（21）に導入される潤滑油の量が制限される。したがって、本実施形態でも、
圧縮機（1）外に吐出される潤滑油が過多（前記油上がり）にならないようにできる。ま
た、給油溝（60b）内の潤滑油は、スラスト面を潤滑してその後低圧油溜まり部（16）に
戻るものと、吸入室（20a）に吸入されるものの２系統に分かれるので、この点において
も、圧縮室（21）に導入される潤滑油の量（圧縮機外に吐出される潤滑油の量）が制限さ
れる。
【００８２】
　しかも、本実施形態では、可動スクロール（70）の公転を利用して、低圧給油路（75）
を間欠的に吸入室（20a）に連通させるようにしたので、圧縮室（21）に導入される潤滑
油の量が適度に制限され、より効果的に前記油上がりを防止できる。
【００８３】
　また、本実施形態でも、ひとつの給油機構で圧縮室（21）とスラスト軸受（65）の両方
の潤滑を行えるので、よりコンパクトに圧縮機（1）を構成することも可能になる。そし
て、本実施形態の給油機構も、いわゆる低圧ドーム型スクロール圧縮機に有用な構成であ
る。
【００８４】
　《その他の実施形態》
　なお、給油溝（60b）は、複数本設けることも可能である。また、給油溝（60b）の形態
は、円弧には限定されない。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明は、圧縮機に関し、特に、スクロール型圧縮機の圧縮室へ潤滑油を導入する構造
として有用である。
【符号の説明】
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　１　　　　圧縮機
　１０　　　ケーシング
　２０　　　圧縮機構
　２０ａ　　吸入室
　４０　　　駆動シャフト
　４０ａ　　給油路
　４４　　　給油機構
　５３　　　背圧空間
　５４　　　溝部
　５５　　　内側シールリング
　５６　　　外側シールリング
　６０　　　固定スクロール
　６０ｂ　　給油溝
　６０ｃ　　凹部（連通部）
　７０　　　可動スクロール
　７５　　　低圧給油路（導出路）
　７５ａ　　導出口
　Ｓ　　　　外側空間（連通部）
 

【図１】 【図２】
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